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図３　次元可逆操作の階層における可逆操作力と可逆操作関係の対応図（吉留　２０１８）

 PとRの変数が同じときには、可逆操作関係が可逆操作力の量的増大の土台となる
が、やがて可逆操作力が次のより高い変数を獲得すると同時に、それまでの土台で
あった可逆操作関係は桎梏となる。やがてはそれまでの可逆操作関係は否定さ
れ、より高次の変数を獲得することにより、再び可逆操作力の増大が可逆操作関係
の土台を持ち得、量的拡大へと向かう。

※人間発達研究所　発達保障学校　「発達基礎理論コース」におけるまな
びをもとに、各形成期と可逆操作期の交互の転換にかかわる荒木穂積
の図を基礎として、可逆操作期と形成期の交代の様子とそれにかかわる
可逆操作力と可逆操作関係の関係を整理した。

※新しい交流の手段は第2の発達段階と第3の発達段階の間で変換移行次元可逆操作力と対の形で
外への破れを示し、自らの活動（可逆操作力）との関係で相互に豊かになっていく。変換移行次元可
逆操作力は、3次元可逆操作力とは独立したものとして存在し、やがては変換可逆操作力へと吸収さ
れていき、変換可逆操作期における特徴的な可逆操作力としてとってかわる。いずれも３次元可逆操
作力とは独立したものであるためにあえて曲線で示した。変換移行次元可逆操作関係も同じ機序を
辿っていくと考えた。
※並列様式とは、「～して～して・・・」と一つ一つの操作を加算的に辿っていくのに対して、系列様式は
「～して～して・・・」という並列的な操作を一つにくくってまとめて「～しながら～する」というように活動
するという様式としてとらえた。並列様式は加算的であるのに対して、系列様式はいわばそういった加
算的な活動をひとまとめにして展開することにより、可逆操作力の制約を解放していくという特徴を持
つ。


